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◇表紙写真説明◇

自然再生事業が実施されている竜串湾のシコロサンゴ群集
写真提供：環境省 自然環境局

高知県土佐清水市南西部に位置する竜串湾は多くの海洋生物が生息しており，中でもシコロサンゴ群
集はその規模の大きさから学術的にも高い価値を有している。しかし，人間活動，台風等の災害などに
より，様々な撹乱を受けたことに加え，近年では，高知県西南豪雨災害やオニヒトデの大発生が，湾内
の環境，とりわけサンゴ群集の衰退を引き起こした。そのような状況を受けて，サンゴ類を中心とした
海中景観と生態系を取り戻すための取組を進めていくため竜串自然再生協議会が平成 18 年に設立され
た。平成 22 年に作成された竜串自然再生事業実施計画（環境省）に基づき，湾に流入した土砂の除去
やオニヒトデなどのサンゴ食害生物の駆除等により自然再生全体構想に示された基本目標が達成され
た。今後はこれらの自然資源を地域の取組によって守りながら後世に引き継いでいくという目標に向け
取組が進められることになっている。
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